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地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項に基づく 

教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検・評価 

【教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検・評価の概要】 

一 点検・評価の目的 

   効果的な教育行政の推進に資するとともに、住民への説明責任を果たす観点から、教育委員会

では、毎年その権限に属する事務の管理及び執行状況について点検及び評価を行い、その結果に

関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに公表するものです。 

二 点検・評価に関する報告の内容 

   次の３項目の状況について報告します。 

１ 教育委員会会議の開催状況と審議・協議事項 

    地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、教育委員による案件の審議を行ってお

り、その開催状況と審議・協議事項について報告するものです。 

２ 総合教育会議の開催状況と協議・調整事項 

    地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正に伴い、市長と教育委員会が、相互の連携

を図りつつ、より一層民意を反映した教育行政を推進していくために設置された会議で、その

開催状況と協議・調整事項について報告するものです。 

３ 教育振興基本計画に掲げる施策に係る執行状況及び点検・評価 

教育振興基本計画に掲げる施策について、取組状況を踏まえて点検・評価を実施し、その結

果を報告するものです。 

三 取組状況及び点検・評価結果の概要 

 １ 教育委員会会議の開催状況及び審議・報告事項（令和４年度） 

    令和４年度は教育委員会会議を１２回開催し、審議案件３７件、報告事項４８件について審

議しました。 

 ２ 総合教育会議の開催状況及び協議・調整事項（令和４年度） 

    令和４年度は総合教育会議を１回開催し、１件の議事について協議・調整を行いました。 

３ 教育振興基本計画の取組状況及び点検・評価結果（令和４年度） 

教育振興基本計画は、計画の実効性を高め、教育施策を強力に推進するため君津市総合計画

基本計画と整合を図り策定していることから、施策の評価についても、君津市総合計画実施計

画と同一の基準により評価を実施しました。 

施策分野ごとの評価は、ＡからＤの４段階のうち、「自ら考え自ら学ぶ子どもを育成する」

及び「全ての市民が自己を磨き続けることのできる環境を整える」の２分野がＢ評価、「

市民が心豊かに暮らしていける環境を整える」がＣ評価と、一部進捗が遅れている施策も

あるものの、概ね計画どおり進捗しています。
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【教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検・評価結果】 

一 教育委員会会議の開催状況及び審議内容等 

 令和４年度に開催された教育委員会会議の開催状況及び審議・報告事項は、次のとおりで

す。 

１ 教育委員会会議の開催状況 

 教育委員会会議は、毎月定例的に開催しています。 

令和４年度は１２回開催し、教育委員会の事務執行内容等について審議しました。 

 ２ 教育委員会会議の審議・報告事項 

  （１）審議内容 

     人事関係 １１件、条例・規則関係 １５件、教育行政の運営関係 ５件、予算・議会関

係 ６件の合計 ３７件の審議を行いました。 

区分 審  議  事  項 

人事関係 １．君津市社会教育委員の委嘱について

２．令和４年度教科用図書君津採択地区協議会委員の選出について

３．君津市学校給食共同調理場運営委員会委員の委嘱について

４．君津市図書館協議会委員の委嘱について

５．君津市文化財審議会委員の委嘱について

６．君津市学校給食共同調理場運営委員会委員の委嘱について

７．令和４年度君津市優秀な教職員表彰について

８．君津市社会教育委員の委嘱について

９．君津市公民館運営審議会委員の委嘱について

１０．君津市図書館協議会委員の委嘱について

１１．学校医及び学校歯科医並びに学校薬剤師の委嘱について

条例・ １．令和４年度教科用図書君津採択地区協議会規約の制定について

規則関係 ２．君津市就学援助費支給要綱の一部を改正する告示の制定について

３．君津市立小櫃小学校及び上総小櫃中学校日伯交流基金条例の一部を改正する条例

の制定に関する意見について

４．君津市適応指導教室設置条例の一部を改正する条例の制定に関する意見について

５．君津市立久留里城址資料館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の

制定に関する意見について

６．君津市学校給食費の管理に関する条例の一部を改正する条例の制定に関する意見

について

７．君津市学校給食費の管理に関する条例施行規則の一部を改正する規則の制定に関

する意見について
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区分 審  議  事  項 

条例・ 

規則関係

８．君津市適応指導教室設置条例の一部を改正する条例の施行に伴う関係規則の整理

に関する規則の制定について

９．君津市適応指導教室設置条例の一部を改正する条例の施行に伴う関係訓令の整備

に関する訓令の制定について

１０．君津市公民館規則及び君津市教育委員会行政組織規則の一部を改正する規則の

制定について

１１．君津市教育委員会事務決裁規程及び君津市立公民館に勤務する職員の勤務時間

等に関する規程の一部を改正する訓令の制定について

１２．教育委員会公告式規則の一部を改正する規則の制定について

１３．君津市立小学校及び中学校管理規則の一部を改正する規則の制定について

１４．君津市立久留里城址資料館の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正

する規則の制定について

１５．君津市漁業資料館の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正する規則

の制定について

教育行政 １．教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検・評価について

の運営 ２．令和５年度使用教科用図書の採択について

関係 ３．君津市小糸公民館の臨時休館について

４．君津市立中央図書館の休館について

５．第四次君津市子ども読書活動推進計画（案）について

予算・ 

議会関係

１．令和４年度君津市一般会計補正予算（第３号）のうち教育委員会関係予算に関す

る意見について

２．令和４年度君津市一般会計補正予算（第５号）のうち教育委員会関係予算に関す

る意見について

３．上総小櫃中学校屋内運動場大規模改造工事請負変更契約の締結に関する意見につ

いて

４．令和４年度君津市一般会計補正予算（第９号）のうち教育委員会関係予算に関す

る意見について

５．令和４年度君津市一般会計補正予算（第１１号）のうち教育委員会関係予算に関

する意見について

 ６．令和５年度君津市一般会計予算のうち教育委員会関係予算に関する意見につ

いて 
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 （２）報告事項 

    教育長が専決処分した事項等について、教育委員会会議で報告しました。 

君津市教育委員会行政組織規則第８条の規定に基づき臨時に代理した処理事項 

・ 君津市学校給食費の管理に関する条例の一部を改正する条例の制定に関する意見に

ついて 

・ 令和４年度君津市一般会計補正予算（第４号）のうち教育委員会関係予算に関する

意見について 

・ 施設予約システムの運用開始に伴う関係教育委員会規則の整備に関する規則の制定

について 

・ 君津市学校給食費の管理に関する条例の一部を改正する条例の制定に関する意見に

ついて 

・ 令和４年度君津市一般会計補正予算（第８号）のうち教育委員会関係予算に関する

意見について 

・ 令和４年度君津市一般会計補正予算（第１０号）のうち教育委員会関係予算に関す

る意見について 

・ 令和４年度君津市一般会計補正予算（第１２号）のうち教育委員会関係予算に関す

る意見について 

・ 令和５年度教育委員会事務局職員（管理職）及び学校教職員（校長・教頭）の人事

について 

教育長が出席した主な行事及び出席予定の行事について 

専決処分により後援の承認をした行事について 

準要保護児童生徒の認定について 

講演会・競技会等の主催・共催行事について 

その他重要案件について 

二 総合教育会議の開催状況及び協議・調整事項 

総合教育会議は、必要に応じて随時開催しています。 

令和４年度は１回開催し、以下の議事１件について協議・調整を行いました。 

開 催 日 協 議 ・ 調 整 事 項 

令和４年１２月２２日 第２期君津市スポーツ推進計画（素案）について 
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三 教育振興基本計画の取組状況及び点検・評価結果 

１ 令和４年度評価基準の概要 

   各施策分野の進捗評価については、君津市総合計画実施計画の評価方法と整合を図り、 

原則として、指標の達成状況により、下記の評価基準に基づき、Ａ～Ｄの４段階で評価

を行いました。

なお、施策の取組状況及び施策分野を取り巻く環境等を踏まえて、総合的に評価する

ことも可能とされていることから、指標の達成率と評価区分が一致しない場合がありま

す。

進捗評価区分 （指標の達成率：目安） 

Ａ 順調に推移（１００％以上） 

Ｂ 概ね順調に推移（７５％以上１００％未満） 

Ｃ 進捗が遅れている（５０％以上７５％未満） 

Ｄ 進捗が大幅に遅れている（５０％未満） 

※ 指標の達成率の考え方 

① 目標値は設定されているが、現状値 がない場合 

【式：実績値目標値 × １００ 達成率（％）】 

② 現状値 及び目標値がともに設定されている場合 

【式：（実績値現状値 （目標値 現状値 × １００ 達成率（％）】 
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２ 点検及び評価結果 

（１）  

教育振興基本計画 第１ 自ら考え自ら学ぶ子どもを育成する

総合計画実施計画 柱３－２ 学校教育

  【現状と課題】※計画策定時 

・本市の児童生徒の学力は、全国学力・学習調査の全国平均をやや下回っていますが、運動能

力は高い水準にあります。運動が好きな児童生徒の割合は国や県の平均と比べて低い状況と

なっています。 

・道徳や人権について正しい知識を身に付けていくことやグローバル化、情報化の進展など、

時代の変化に対応するために必要な資質・能力の育成が求められます。 

・市内の学校施設は昭和40年代から50年代に建築されたものが多く、老朽化が進んでいるため、

適切に維持管理していく必要があります。 

・多様化する教育課題に対応するため、教員の指導力向上を図る必要があります。 

  【施策の展開と取組実績】 

① 子育ちできる環境づくり

施策の概要

・「子どもが主人公（チルドレンファースト）」の考えのもと、子ども自

身が自らの力で成長することを支援するとともに、子どもが自分らし

く意見や気持ちを表現できる環境をつくります。 

・様々な仲間との交流を通し、社会性を身に付けた子どもの育成を図り

ます。 

取組実績

・小学校へサポートティーチャー６名、サポートスタッフ２１名、中学

校へサポートティーチャー８名、サポートスタッフ４名を配置し、教

育支援を必要とする児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた支援体

制を構築し、学習活動や体験活動等の支援を行うことができた。 

・市内全中学校の生徒会役員代表が集まり、君津市や自校の課題を共有

し、全体の共通取組事項を決定した。さらに、その話し合った内容を

各校に持ち帰り、市内全中学校でのぼり旗を設置したあいさつ運動に

定期的に取り組むなど、活動を広め実践することができた。 
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② 生きる力を育む学校教育の推進

施策の概要

・授業の改善を図るとともに、教員研修等を充実させることにより、児

童生徒の確かな学力を育みます。 

・道徳・人権教育の推進により、児童生徒の思いやりのある豊かな心を

育みます。 

・児童生徒の体力向上を図るため、達成感を味わえる学習体制や環境づ

くりに取り組むことで、自ら進んで運動に親しむことができる資質を

養います。 

取組実績

・児童生徒の学力向上に向け、学力向上推進委員会、教務主任研修会を

開催するとともに、学校訪問等を行った。ＩＣＴを効果的に活用した

授業づくりの方法や各教科指導の中でどのように主体的・対話的で深

い学びを構築していくかについて指導・助言を行い、授業改善に繋げ

ることができた。 

・年 2回学校人権教育推進委員会(5月 25 日、9月 28日実施 10名参加）、

学校人権教育研究協議会（講演会 9 月２８日実施 41 名参加）、道徳

研修会（８月２日実施 １０名参加） を通して、教職員の人権意識

を高め、指導力向上を図った。これらの取組により、児童生徒へのア

ンケート結果から「児童生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考

えを深めたり、広げたりすることが出来ていると思う」と感じる児童

生徒の割合について、目標値の７０％を超えることができた。 

・体力向上プロジェクト委員会において、外遊びや駅伝練習、武道学習

のための資料作成や体育学習における指導方法について協議を行っ

た。資料の活用を呼びかけたり小中学校で指導の連携を図ったりする

ことで、体力テストの数値や千葉県運動能力証合格率を少しずつ上昇

させることができた。 
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③ 新しい時代に必要な資質・能力の育成

施策の概要

・GIGA スクール構想のもと整備された「１人１台端末（タブレット）」

及び ICT 機器等を積極的に活用し、これからの社会で求められる力を

伸ばします。 

・教員の英語の授業力向上により、児童生徒の英語によるコミュニケー

ション能力の向上を図ります。 

取組実績

・令和４年度に児童・生徒が１人１台端末（タブレット）及び ICT 機器

を活用した授業時間数の１学級あたりの月平均は、小学校で１８．９

時間（R３年度１４．４時間）、中学校で１６．７時間（R３年度１０．

７時間）と活用時間数が大きく増加した。端末の活用を通して、社会

で必要な「情報活用能力の育成」を図ることができた。 

・英語の授業において、ＡＬＴ（外国人指導補助者）を活用したり、ICT

機器を使用したりすることで、英語による言語活動の場面を増やすこ

とができた。児童生徒が日常的に英語を使用することで、英語の力を

測る指標 英語検定３級程度（CEFRA1（セファール エーワン）で、令

和 3年度３４％、令和４年度は４６％）を達成することができた。 

④ 脱炭素社会の実現に向けた環境教育の推進

施策の概要

・児童生徒への環境教育を通じて、環境にやさしく脱炭素につながる知

識を学び、新しいライフスタイルの浸透を図ります。 

・脱炭素につながる学校での環境教育の取組を、家庭や地域へ発信しま

す。 

取組実績

・エコスクールきみつの認定・更新審査を実施した。新たに周西の丘小

を認定し、八重原小、周西小、小櫃小、周西中、周東中、周西南中の

計６校の更新を行った。また、エコスクールきみつ認定校（市内の全

公立小中学校１９校）に対して、エコスクールきみつの活動費として

各校８，０００円を上限に支給した。 

・環境教育に取組に関わる情報発信について、周西中学校のエコスクー

ルきみつとしての取組を広報きみつ１月号に掲載した。 
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⑤ より良い学校環境の整備

施策の概要

・市内全ての子どもたちにとって「活力ある魅力的な」学校づくりを推

進します。 

・周西の丘小学校をはじめ、老朽化が進む市内小中学校の施設整備を進

めます。 

・トイレの洋式化や多機能トイレの設置を推進し、学校環境の改善を図

ります。 

・学校を支援する人材を確保し、地域と学校が連携・協働して、子ども

たちの成長を支えます。 

取組実績

・活力ある魅力的な学校づくりとして、一定の集団の中で多様な考え方

に触れ、切磋琢磨することを通じて資質や能力を伸ばせる適正規模の

基準を満たすよう、大和田・坂田小学校の統合を推進した。 

・周西の丘小学校の開校記念式典を開催した。また、新校舎となる旧坂

田小学校を整備するための基本・実施設計及び屋内運動場とプール解

体工事を行った。 

・老朽化が著しかった上総小櫃中学校の屋内運動場の大規模改修工事の

実施と共に、多機能トイレの設置も行い、学校環境の改善を図ること

ができた。 

・老朽化した学校施設について、日常的な小破修繕に加え、地方創生臨

時交付金を活用し、新型コロナウイルス感染防止対策の一環として、

トイレの洋式化を推進し、トイレの洋式化率は、令和 4年度に 62.6％

となり、洋式化率の目標を達成した。 

・周西南中学校区におけるコミュニティ・スクールの展開により、令和

４年５月に地域と学校が連携・協働を目的とする地域学校協働本部を

発足し、防犯パトロール、学校内の高木剪定等の環境整備を地域とと

もに実施した。 

・現在、市内小中学校において「さわやかスクールボランティア」とし

て６６８人（小：５７０人 中：９８人）が登録をしている。具体的

な活動として、樹木の剪定や除草作業、図書の蔵書管理等、環境整備

に関することや通学路の見守り等、安全に関することなど多岐にわた

って学校を支援することができた。 



１０

【指標の達成状況】 

指標名 現状値
実績値

（令和４年度）

目標値

（令和８年度）

「自ら考え自ら学ぶことができてい

る」と感じる児童生徒の割合 

９７．６％ 

（令和２年度）

小学校７２．３％

中学校７２．７％
７０％

「児童生徒の間で話し合う活動を通じ

て、自分の考えを深めたり、広げたり

することができていると思う」と感じ

る児童生徒の割合 

新規 
小学校７２．９％

中学校７０．０％
７０％ 

全国学力・学習調査の全国との相対値

（全国平均を１００とした場合） 

小６国語９５、

算数９４ 

中３国語９４、

数学８９ 

（令和３年度）

小６国語９３、 

算数９４ 

中３国語９６、 

数学８６ 

小６国語１００、

算数９９ 

中３国語９９、

数学９４ 

授業中にタブレット端末を週３日以

上使用するクラス 
新規 ６３．３％ ８０％ 

学校施設におけるトイレの洋式化率 
４１．７％ 

（令和２年度）
６２．６％ ６０％

指標達成状況に係る分析 概ね計画どおり達成できた。 

【進捗評価・評価理由】 

進捗評価 B 
概ね順調に推移

評価理由

学力向上および授業中のタブレット端末

の週３日以上の使用率については令和８

年度の目標値まで差があるものの、全体

的に事業としては概ね目標値を達成して

いるため。
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（２）  

教育振興基本計画 第２ 全ての市民が自己を磨き続けることのできる環境を整える

総合計画実施計画 柱３－３ 生涯学習

  【現状と課題】※計画策定時 

・身近な学習・地域活動の拠点として各地区に配備されている公民館を将来にわたって長く使

えるよう、長寿命化と改修を計画的に行っていく必要があります。 

・周南公民館、小糸公民館、清和公民館、小櫃公民館は老朽化が進み、対策が必要になってい

ます。また、中央図書館は、設備や屋根、外壁等の老朽化対策が必要となっています。 

・デジタル技術を活用した生涯学習の展開など、地域や社会の新たなニーズや、公民館に直接

来ることが難しい人などにも対応できる事業展開が求められています。  

・子どもたちの豊かな成長を育む社会教育活動を継続的に展開していくことが求められていま

す。 

・図書館においては利用者数、貸出冊数ともに減少傾向にあります。多種多様な情報の中から

信頼性の高いものを選び、社会の変化や市民のニーズに応じた資料を提供することが必要で

す。 

① 身近な場所で学び続けられる環境の整備

施策の概要

・君津市社会教育施設の再整備基本計画に基づく「第１期プラン」に沿

って清和公民館の複合化等の再整備を進めます。 

・周南公民館、小糸公民館、小櫃公民館については老朽化や使用形態な

ど、各施設が置かれている状況を総合的に考慮して計画的に再整備を

進めます。 

・中央図書館の老朽化対策を計画的に行い、快適に学ぶことのできる環

境を提供します。 

取組実績

・旧秋元小学校施設に行政機能等を複合する施設整備を進めるため、清

和地区拠点施設に関する清和公民館の改修工事に着手した。 

・周南・小糸・小櫃公民館について、「君津市公民館等再整備基本計画」

の策定に向け、プロポーザルにより委託業者を選定し、策定作業に着

手した。 

・快適な読書環境を提供するため、中央図書館の空調設備の更新及び照

明設備の LED 化の改修工事を行い、令和５年１月１７日から再開した。
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② 子どもも大人も学び成長し続けられる機会の充実

施策の概要

・デジタル技術の活用による学習機会の提供に取り組みます。 

・公民館において、生きがいづくりに役立つプログラムや、暮らしの課

題解決に役立つプログラム、子どもたちの夢を育むプログラムなど、

多様な事業展開に取り組みます。 

・公民館を使ったことがない人にも参加しやすい事業の工夫や、地域内

外の交流を深める事業展開で、より幅広い人に活用される公民館づく

りに取り組みます。 

・地域住民、団体、企業などと連携・協力することで生涯学習メニュー

の充実を図ります。 

取組実績

・Zoom や動画配信などデジタル技術を活用した学習機会の提供を市内公

民館８館中５館で取り組んだ。 

・各公民館で青少年教育事業、コミュニティ活性化事業、課題解決学習

推進事業を展開し、新たな参加者層の拡大に努めた。 

 市内公民館８館で取り組んだ満足度調査アンケート（回答総数 931 件）

において、29.3％が公民館の主催事業に初めて参加したと回答した。

・公民館で地域団体や包括連携協定を締結した企業との連携による事業

を展開した。 

③ 自主的に学び続けられる読書環境の整備

施策の概要

・絵本の読み聞かせやビジネス支援講座など各年代に対応した参加型イ

ベントにより、市民が多種多様な資料に接する機会を充実させ、図書

館の利用促進を図ります。 

・社会情勢の変化や市民ニーズを的確に把握した図書館資料を収集し、

市民が必要とする情報を入手しやすい環境づくりを推進します。 

・図書館サービスのデジタル化を推進し、図書館の利便性向上を図りま

す。 

取組実績

・中央図書館開館２０周年記念事業として、君津市出身の作家高橋由太

氏を講師にお招きした文芸講演会や展示を行い、多くの市民が図書館

利用や多種多様な資料に接する機会を図った。 

・新刊や市民からのリクエストを参考に 7,890 点の資料を購入した。改

修工事中における臨時窓口の設置や、移動図書館、分室による貸出サ

ービスを実施し、図書等のリクエスト 98,501 件、貸出数 294,375 冊の

利用があった。 

・電子書籍サービスの新たなサービスとして電子雑誌の閲覧サービスを

開始した。また「あなたの読みたい電子書籍アンケート」の実施や、

公民館事業との連携による PR、体験ブースの設置など普及啓発を図っ

た結果、新規登録者 744 人、サービス利用件数（ログイン数）7,161

件、貸出数 2,852 点、電子雑誌閲覧数 858 回の利用があった。 
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【指標の達成状況】 

指標名 現状値
実績値

（令和４年度）

目標値

（令和８年度）

公民館利用者向けアンケートでの公民館

事業における満足度 
新規 ８８．７％ ９０％

図書館利用者向けアンケートでの利用者

満足度 
新規 － ７０％

指標達成状況に係る分析 

図書館利用者向けアンケートについては、改修工事

によりアンケート調査の実施ができなかったため、

実績値なし。 

【進捗評価・評価理由】 

進捗評価 B 
概ね順調に推移

評価理由

清和公民館の再整備の進捗や、デジタル

技術の活用による事業展開など公民館事

業展開は概ね順調に推移している。図書

館においては、設備改修工事や市民参加

型イベントの実施など、読書環境の整備

に取り組むことができたため。



１４

（３）  

教育振興基本計画 第３ 市民が心豊かに暮らしていける環境を整える

総合計画実施計画 柱３－４ 文化・芸術振興

  【現状と課題】※計画策定時 

・文化財の保管施設は、老朽化が進むとともに市民が所有する歴史資料の新たな受け入れ等が

困難な状況にあり、市内に残る文化財や文化遺産の保存及び次世代へ継承していくための対

策が必要です。 

・文化・芸術活動をしている各種団体においては参加者の固定化と構成員の高齢化がみられ、

団体活動の継続が課題となっています。また、伝統芸能の保存団体では後継者不足が深刻化

しており、新たなニーズや時勢に見合った事業の企画や環境づくりが必要です。 

・子どもから大人まで、郷土の歴史に親しむ活動を継続的に展開していくための事業を行い、

郷土の歴史を後世につないでいくことが求められます。 

① 多彩な文化・芸術に触れ親しむことができる環境づくり

施策の概要

・様々な年代の市民が文化・芸術に触れ親しむことができる環境づくり

を進めることで、文化・芸術活動への積極的な参加を促進します。 

・文化振興のための市民活動団体を支援し、活動を継続させることで、

伝統文化の継承を図ります。 

取組実績

・君津市民文化ホールを拠点とし、「おやこ de オペラ」や映画を上映す

る「きみぶんシネマ倶楽部」、各種コンサート、落語等、様々な年代の

市民が多様な文化・芸術に触れることができる事業を実施した。 

・君津市文化協会、君津市民合唱団、きみつ少年少女合唱団ほか２団体

へ補助金を交付することで、文化振興のための市民活動を支援し、茶

華道や詩吟等の伝統文化の継承を図った。 

・君津市文化協会は「チャリティー市民芸術祭」、「市民芸術祭」、君津市

民合唱団は「定期演奏会」、きみつ少年少女合唱団は「被災地復興応援

コンサート」、「Xmas コンサート」等を開催した。 
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② 文化・芸術に係る環境の整備

施策の概要

・君津市民文化ホール等の施設の適切な維持管理を図ります。 

・資料館の施設の立地等を含めた今後のあり方について検討を進めます。

取組実績

・君津市民文化ホールにおいては、指定管理者に適切な運営管理を徹底

するとともに、補助金を活用し、施設内のトイレを洋式化する修繕を

実施した。 

・久留里城址資料館においては、周辺の景観に配慮しつつ、資料館来館

者の安全かつ快適な観覧環境維持のため、非常階段塗装補修や一部登

城道の丸太階段交換を実施した。 

・漁業資料館においては、他施設への複合化等を含めた今後のあり方に

ついて地域関係者や関係機関と協議を行った。 

③ 地域の伝統文化を次世代につなげる環境づくり

施策の概要

・学校と連携した歴史学習等を通じて、地域に残る伝統文化の保護と継

承を図ります。 

・市内外への文化財の魅力発信や文化財を活用した学習機会の拡充によ

り、伝統文化の継承を図ります。 

・文化財の所有者や保存団体等が行う修復や継承活動を支援するととも

に、地域に残る伝統文化などを文化資源として周知を図ります。 

取組実績

・スクールミュージアム事業の重点実施校（八重原小・周南小・小櫃小）

で千葉県立中央博物館・森林インストラクター会・千葉県文化財課と

連携し、自然・歴史分野の専門家による体験プログラムを実施した。

また、希望校の貞元小と外箕輪小では学区周辺の遺跡についての学習

支援を行った。 

・市内小学校の校外学習での来館時の解説や、昔の生活道具を用いた出

前授業を行った（来館９校・出前１校 418 人）。 

・夏休み期間中の土器づくりや組紐づくりの体験教室（小学生対象、参

加者 52 人）、出土遺物公開展（見学者 294 人）、公開展に合わせて実施

した講演会（参加者 47人、会場：36 人・Zoom：11 人）を開催した。

・上総掘り技術等の君津を特徴づける水に関する企画展を「全国名水サ

ミット inきみつ」に合わせて開催し、市の魅力を内外に発信した（来

館者 4,336 人）。 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策をとりつつ活動を行った、市

指定無形民俗文化財保存団体３団体に補助金を交付し、継承活動の支

援を図った。 



１６

【指標の達成状況】 

指標名 現状値
実績値

（令和４年度）

目標値

（令和８年度）

市民文化ホール利用者の満足度 
９７．６％ 

（令和２年度）
９８．０％ １００％

文化資源を活用した事業の満足度 新規 ９３．６％ ８０％

指標達成状況に係る分析 概ね計画どおり達成できた。 

【進捗評価・評価理由】 

進捗評価 Ｃ
進捗が遅れている

評価理由

市民が文化・芸術活動を楽しみ、地域の

伝統文化を継承していく活動はできた

が、施設整備やあり方の検討が予定より

遅れたため。


